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 都市水害の防止・軽減策として地下空間を有効活用した構造物による対策が進

められている．著者らは，地下治水施設の事例について系統的，総合的な調査を

実施し，その現状や課題の分析を行っている．東京，大阪，名古屋といった大都

市域を中心に事例調査を進めたところ，地下治水施設は（１）地下河川の一部を

暫定使用するもの，（２）河川，下水道の調節池，（３）公共施設等の地下を使用

した雨水貯留施設，に分類でき，それらの規模（貯留容量）は各々（１）10 万

m3 のオーダー（２）1 万～10 万 m3 のオーダー (３ ) 千～1 万 m3 のオーダーで

ある．雨水貯留施設は，短時間豪雨による内水氾濫対策としては有効であり，2000

年以降，大阪府寝屋川流域の流域調節池や名古屋市の雨水貯留施設の整備が進ん

でいることが確認された．  
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